
令和８年１月募集初回採択回北海道月形町申請者

46,298千円
（46,298千円）

期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

R8年度事業計画期間

インフラ
整備事業✓拠点整

備事業
ソフト
事業事業類型

① 機動的な住宅ストックの確保と「月形型・居住プラットフォーム」の構築
② 子育て世帯を中心としたニーズに対応する「高付加価値な滞在環境」の提供と教育的価値の創出
③ 地域のレジリエンス強化と多目的インフラとしての価値最大化

目的・効果

【事業概要】

事業概要・
主な経費

民間賃貸住宅が極めて少なく、空き家改修に時間とコストを要する本町の現状にお
いて、短期間で高機能な住環境を提供できるトレーラーハウスを整備することで、保
育園留学等で本町を訪れる子育て世帯に対し、単なる宿泊ではない「暮らしの試行
（お試し居住）」の場を即座に提供できる。
都市部から子育て世帯が1～2週間の単位で中期滞在することで、町内の商店や温
浴施設等への直接的な経済流入が継続的に生み出すことができる。また地域外から
の留学児童を安定的に受け入れることができ、園児数の維持や教育環境の質の向
上に寄与する。これらが地元生産者や商工業者が安心して働き続けられる環境を守
り、地域産業の担い手流出を防止することに繋がることを目指す。
これにより、一過性の観光では得られない「月形町で暮らすこと」への愛着を醸成し、
将来的な二地域居住や移住への確固たる動機付けを行う。

【R8年度事業 経費内訳】

○拠点整備事業
・トレーラーハウス購入費 移住・定住等拠点整備業務 46,298千円

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

①二地域居住・UIJターンの者数（＋15人）
②年間のべ利用人数（＋66人）
③滞在に伴う地域内消費額（＋4,660千円）

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

新規事業概要:多機能性滞在拠点の整備による「月形型・居住プラットフォーム」の構築事業


